
公益財団法人食品等流通合理化促進機構会長賞

―米穀―

[お店の概要・経営ノウハウ]

和歌山県和歌山市の幹線道路沿いに立地する米穀店。家業である米穀店を昭和 54 年に

38 で継承。自利他利を経営理念とし、①市内小学校での食育出前授業、②気軽な米作りの

実践として「バケツ稲づくり」、③子供食堂募金への参画などの普及活動を実践。1997 年

に県立医科大学と共同で腎臓病患者向けの「低リン米」を開発、販売。それまで食事療法

で使われていた特殊米はデンプン以外の栄養分を全て削り取るため満足できる「味」では

なかったが、腎臓病を患う方々に美味しいと評価されるお米（ひかるくん 56）を提供する

ことができた。

米の販売量が減少傾向が続く中、店頭販売からネット販売活路を求めた。ネット販売で

は国内のみならず海外へも販路を拡大。海外出荷は台湾、アメリカ、韓国等が中心。注文

から現地着までは概ね宅配便を利用し１週間で現地着を実現している。現在は小売販売の

うちネット販売が約 50%を占める。

低タンパク質米「春陽」の臨床試験にあたり、農水省がその精米加工担当に当店が選ばれ

れたことで重責もあったが、国内・国外への販路拡大となり、今後も救える命をひとりでも

多く救うことに役立ちたいと考えている。

らいすぴあ・いぐち

お米を作る人の気持ち、お米を食べる人の気持ちを

分かり合える米屋を目指す

[創業年] 1935 年(昭和 10 年)

[売場面積] 35.0 ㎡(10.6 坪)

[事業従事者数] 2.0 人

[営業時間] 8:00～20:00

[定休日] 日・祝日

[商品構成]

・米   90.0%

・灯油   10.0%

[店舗所在地] 和歌山県和歌山市有本 20

[URL・SNS] https://ricepiaiguchi.shop-pro.jp/

[経営理念]

  自利他利…自分に利益になることが、他人にも利益となる

公益財団法人食品等流通合理化促進機構会長賞

―パン―

[お店の概要・経営ノウハウ]

大正 15 年に創業、現在、直営店「ロワール光月堂」2 店舗での店頭販売と県内 5 市

82 校の学校給食、ホテル等への業務用パンの納入に携わる地域密着のベーカリー。平

成 20 年から藤沢市内の農業者と協力して耕作放棄地を活用しパン用小麦の栽培を開

始、ユメカオリやユメシホウ等の小麦と県内産小麦をブレンドした“小麦の香ばしさ”

豊かな「湘南藤沢小麦」を製造するパンの約 8 割に小麦粉や発酵種として使用し地産

地消のパン製造に取り組んできた。この発酵種を使用した「湘南アンパン」は、ふじさ

わ観光名産品にも認定され、看板商品となっている。

また、塩分量、栄養価の基準にも対応できる製造技術を駆使して顧客のニーズに応

えた医療用パン、低糖質パン、低アレルゲンパン等の機能性パンの供給を行っている。

店頭で売れ残ったパンは、近隣にある工場等に自動販売機を設置し、店頭価格より安

価で販売して食品廃棄ロスの削減にも取り組んでいる。さらに新事業として冷凍パン

の製造・販売を開始、ホテル等での廃棄ロスの削減、病院等での食材管理基準のクリ

ア、パン製造の平準化などのメリットを実現した。

長後製パン株式会社 -ロワール光月堂-

小麦の栽培からこだわった地域密着のベーカリー

[創業年] 1925 年(大正 14 年)

[売場面積] 112.5 ㎡(34.1 坪)

     ※本支店合計

[事業従事者数] 8.5 人 ※本支店合計

[営業時間] 9:00～18:00

[定休日] なし

[商品構成]

・食事パン   40.0%

       (うち業務用 30%)

・菓子パン   20.0%

・惣菜パン   20.0%

[店舗所在地] 神奈川県藤沢市高倉 877

[URL・SNS] https://www.panya-jp.com

[経営理念]

弊社の作る製品を通し地域の食生活の向上に努め、地域の人と社会に貢献する

－ �9 －


